
「第２期福島県復興計画」の取組状況について

【概要】 第２期福島県復興計画（令和３年度～令和１２年度）の５年目となる令和７年度は、県内宿泊者数において前年度より回復傾向がみられたものの、コロナ禍前の水準までは
至らなかった。一方で、大熊町、双葉町、富岡町、葛尾村での特定帰還居住区域復興再生計画の新たな認定及び変更認定や、被災町村では生活環境の整備が図られたほか、
移住者数や新規就農者数で目標以上の推移を見られるなど、取組の成果が現れている。

１ 避難地域等復興加速化
プロジェクト

[目指す姿]

安全・安心に生活できるまちづくりを進
め、産業・なりわいの復興・再生を加速さ
せます。さらに、魅力あふれる地域の創造
を通して「避難地域等の着実な復興・再
生」を目指します。

２ 人・きずなづくり
プロジェクト

[目指す姿]

子育て環境の整備に取り組むとともに、
復興を担う人材の育成を図ります。さらに、
県内外に避難している方々やふくしまを応
援する方々とのきずなを深め、「未来を担
う人材の育成・人とのつながりの醸成」を
目指します。

３ 安全・安心な暮らし
プロジェクト

[目指す姿]

生活環境の充実と被災者支援の推進を図
ります。さらに、環境の回復に向けた取組
に加え、防災力の高いまちづくりなどを通
して、「安全・安心に暮らせる地域社会づ
くりの実現」を目指します。

４ 産業推進・なりわい再生
プロジェクト

[目指す姿]

県内全域で失われた各産業の復興に向け、
販路開拓や人材確保に向けた支援の充実を
図ります。さらに、新たな産業の創出など
による国際競争力の強化に加え、農林水産
業及び観光業の振興を図ることで、「持続
可能で魅力的なしごとづくりの推進」を目
指します。

取組の方向性

主な指標

主な取組と実績（R７) 主な課題 対応の方向性
項目

基準値
（R2）

最新値
（R7）

目標値
（R7）

目標値
（R12）

安心して暮らせる
まちの復興・再生

避 難 解 除 区 域 の
居住人口
（単位：人）

63,700 65,179
増加を
目指す

増加を
目指す

復興拠点を核としたまちづくり

（主な実績）
２町３事業を支援

避難解除区域では、生活関連施設が十分に整備さ
れていないことにより帰還をためらう避難者も多く、
帰還後に安心して生活ができる環境整備が必要であ
る。

商業施設等の買い物環境の整備
や医療提供体制の再構築、教育・保
育施設の整備など帰還に向けた環
境整備を進めるとともに、移住促進
に取り組む。

産業・なりわいの
復興・再生

双 葉 郡 の 商 工 会
会員事業所の
事業再開状況
（単位：％）

74.0
91.6

（達成）
87.0 100

商工業の復興・再生

（主な実績）
被災中小企業・小規模事業者の
事業再開に要する費用の一部補助
２５件実施

住民帰還の状況により、事業再開が遅れている地
域があるほか、業種別においては卸売・小売業の事
業再開が進んでいないため、地域や業種の実情に
応じた支援が必要である。

住民帰還に向けた生活環境等の
整備を進めながら、被災した事業者
の事業再開・自立に向けた費用の
補助等の支援に取り組む。

魅力あふれる
地域の創造

浜通り地域等の
製 造 品 出 荷 額 等
（単位：億円）

15,201
（R元）

-
（達成

見込み）
※R5 16,833

16,782 18,527

福島イノベーション・コースト構想を軸
とした産業集積等
（主な実績）
イノベ構想の重点分野における事業
化達成件数 １４９件（累計）

福島イノベーション・コースト構想の各施策の効果を
ビジネスに繋げるとともに、その効果を波及させるた
め、産業の育成・集積の促進が必要である。

福島イノベーション・コースト構想
において重点分野に位置付けられ
ている６つの分野を軸として、技術
開発・実用化の促進、販路開拓支援
等を行う。

日本一安心して子ど
もを生み、育てやす
い環境づくり

保 育 所 入 所 希 望
者に対する待機児
童数の割合
（単位：％）

0.2
（R3)

0.01
（未達成）

0 0

保育所や認定こども園の施設整備を
促進するなど保育サービスの充実

（主な実績）
施設整備補助施設数 ７施設

保育所等の整備により待機児童は減少傾向にある
ものの、今後も待機児童の解消に向けて、保育の受
皿や保育人材の確保が求められる。

保育施設（認定こども園等）の整備
や、潜在保育士と保育施設のマッチ
ング等による保育人材確保の支援を
進めるとともに、保育の質の向上に
も取り組む。

復興を担う心豊かな
たくましい人づくり

全国体力・運動能力
等調査結果の
全国平均との比較値
（全国＝100）小学５年
生、中学２年生
（単位：％）
※R２はコロナ禍により

調査中止

98.9（小5男子）
101.1（小5女子）
99.3（中2男子）
100.1（中2女子）

（R元）

99.2（未達成）
101.2（未達成）
101.2（達成）
101.4（達成）

99.4
101.5
99.6
100.1

100.0以上
101.9以上
100.0以上
100.2以上

子どもたちが自ら健康の保持・増進
を図れる健康教育等の推進

（主な実績）
自然の家の屋外体験活動イベント
実施事業数 ２１事業、１０，７９５人
参加

肥満傾向児出現率は全国平均を上回っているほ
か、運動習慣の二極化が見られるため、肥満や運動
習慣のない児童・生徒に運動を習慣化が必要であ
る。

「自分手帳」の活用、「運動身体づく
りプログラム」の徹底、「児童期運動
指針」に基づく運動の習慣化等の改
善に向けた取組を継続する。

ふくしまをつなぐ、
きずなづくり

移住者数
（単位：人）

2,832
（R4）

4,033
（達成）

3,429 4,500

移住・定住の促進

（主な実績）
首都圏等における移住セミナー
参加者数 2,063人

本県の人口減少は全国と比較しても極めて厳しい
状況であり、他県も情報発信の強化やセミナー等の
開催を積極的に行っていることから、更なる移住の
促進や関係人口の創出に向けて取り組んでいく必要
がある。

市町村等と連携し、副業、ワーケー
ション等のつながりづくり、移住セミ
ナー・相談会等の実施や本県の魅力
発信に取り組み、新たな関係人口の
創出や移住・定住の促進を図る。

帰還に向けた取組・
支援、避難者支援の
推進

避難者数
（単位：人）

33,365
（R3)

23,410
長期的に

ゼロを目指す
長期的に

ゼロを目指す

関係機関等との連携による被災者
支援

（主な実績）
生活再建支援拠点 ２６箇所設置
復興支援員 ６都県３８名配置

帰還促進に向けては、住まい、医療福祉、買い物、
就労などの生活環境の整備と、避難者の孤立防止
や生活再建の支援が求められている。

地域のニーズを踏まえた生活環境
整備を進める。また、生活再建支援
拠点等における相談対応や避難者
同士の交流などを通じて生活再建を
支援していく。

環境回復に向けた
取組

日頃、放射線の影
響が気になると回
答した県民の割合 
（単位：％）

29.1
（R3)

16.8
（達成）

前年度値
以下

前年度値以
下

除染等の推進、放射線に関する情報
発信等

（主な実績）
原発現地確認調査回数 ２６１回

福島第一・第二原発の廃炉作業は長期間にわたる
ため、原発周辺における放射性物質の影響を監視す
る十分な体制を維持するとともに、引き続き正確な情
報発信を継続する必要がある。

廃炉作業の厳しい監視やきめ細か
なモニタリングを実施するとともに、
それらの取組について、ホームペー
ジや広報誌等を通じて、県民へ正確
で分かりやすい情報発信に取り組
む。

復興を加速する
まちづくり

七つの地域の主要
都市間の平均所要
時間
（単位：分）

86
85

（未達成）
84 82

復興の基盤となる道路等の整備

（主な実績）
会津縦貫南道路（下郷田島バイパ
ス）等の整備推進

復興の基盤となる道路の整備や災害時における交
通体系の強化、観光振興などに向けた広域的な交
通ネットワークの整備が求められている。

ふくしま復興再生道路や地域連携
道路、会津縦貫道など、関係機関と
の連携のもと工程管理を適正に行
い、計画的な整備を推進していく。

中小企業等の振興
事業承継計画策定
件数
（単位：件）

62
334

（未達成）
337 337

事業承継等の支援
（主な実績）
ふくしま事業承継資金利用件数
 １０７件

事業承継税制に対する事業者の理解を進めるため
の取組や、事業承継先とのマッチング支援が求めら
れている。

事業承継や事業承継税制のセミ
ナーを実施する。また、事業承継引
継ぎ支援センターの活用を呼びかけ
るとともに、当該センターにて事業承
継を希望する企業に対して、ニーズ
に合わせたマッチング支援を行う。

農林水産業の振興
新規就農者数
（単位：人）

204
391

（達成）
375 400

多様な担い手の確保・育成

（主な実績）
経営開始資金交付数 ２６１人

担い手の減少と高齢化が進む中、本県の主要産業
である農業の成長産業化に向け、多様な担い手を育
成・確保するとともに、受け皿となる農業法人等の雇
用を充実する必要がある。

就農支援策やフォローアップの実
施により新規就農者の確保、定着、
育成を図るとともに、農業法人等の
雇用情報の収集・紹介等に取り組
む。

観光業の振興
県内宿泊者数
（単位：千人泊）

9,536

9,547
（未達成
見込み）

13,000 14,500

人気キャラクターを活用した観光キャンペー
ンの展開

（主な実績）
ラッキーと巡る！アートなインフラ＆ポケ

ふたスタンプラリー 
参加者５，７０４人
（R7.6.7～9.23､県内34ポイント）

継続的な観光需要の獲得が必要である。

地域の既存コンテンツや福島でし
か体験できないコンテンツを有効に
活用しながら、継続的な観光需要の
獲得を図るとともに、観光コンテンツ
の磨き上げや新たなツーリズムの推
進を図る。

復興へ向けた重点プロジェクト

他１件

他３件

他１件

資料2-１

主な課題と復興計画における方向性取組状況 主な課題と復興計画における対応の方向性

屋外体験活動イベント

就農準備資金説明会

R288（船引バイパス） 開通

実用化開発事例

飯舘村商業施設

地域交流型ワーケーション

ドリフト祭りへの
ブース出展

現地駐在職員による
福島第一原発の現場確認


